
分任契約担当官
陸上自衛隊大宮駐屯地
第３３８会計隊大宮派遣隊長　　飯塚　久司
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(1)

(2) 代金納付の日から５日以内（令和６年１１月２９日までに搬出）

(3)

2

(1) 予算決算及び会計令（以下「予決令」という。）第７０条の規定に該当しない者であること。なお、未成年者、被補佐人又は被補助人で

(2) 予決令第７１条の規定に該当しない者であること。

(3) 令和４・５・６年度の全省庁統一資格において「物品の買受け」で等級がC以上に格付され、競争参加地域が関東甲信越地域の競争

(4) 使用済自動車の再資源化等に関する法律に示す４つの業種資格（引取業、フロン類回収業、解体業、破砕業）を有する

者又は引取業の資格を有し他の３業種を他業者に下請けさせる者。下請させる場合は、令和６年９月１８日　１３時００分まで

に下請申請書を提出し承認を受けること。

(5) 防衛省大臣官房衛生監、防衛政策局長、防衛装備庁長官又は、陸上幕僚長から「装備品等及び役務の調達に係る指名停止等の要領」に

基づく指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

(6) 前項により現に指名停止を受けている者と資本関係又は人的関係のある者であって、当該者と同種の物品の売買又は製造若しくは役務

請負について防衛省と契約を行おうとする者でないこと。

(7) 原則、現に指名停止を受けている者の下請負については認めない。ただし、真にやむを得ない事由を該当する省指名停止権者が認めた

場合には、この限りでない。

３ 契約条項を示す場所

(1) 陸上自衛隊大宮駐屯地　第３３８会計隊大宮派遣隊事務室

(2) 東部方面会計隊ホームページ

４

現場説明会については実施しない。ただし、令和６年９月６日から令和６年９月１９日１７：００までの間で

入札参加資格を確認後であれば下記担当者と調整をし、現場を確認することが出来る。

担当者：大宮駐屯地業務隊補給科　黒田　内線（３７３）

５

(1)

(2)

338会大公告第124号
令和　６年 　９月　６日

陸上自衛隊大宮駐屯地　埼玉県さいたま市北区日進町１－４０－７

単位 数　量 備　　　　考規　　　格件　　　　　　名

引 取 完 了 期 限

引 取 場 所

別紙内訳書及び仕様書のとおり

一 般 競 争 入 札 に つ い て 、 下 記 の と お り 公 告 す る 。

一 般 競 争 に 付 す る 事 項
件 名 等

入 札 日 時

入 札 会 場 陸上自衛隊大宮駐屯地

使用済車両売払

参加資格を有する者であること。

第１庁舎　３階　入札室

入 札 参 加 資 格

令和6年9月20日

あって、契約締結のために必要な同意を得ている者は、同条中、特別の理由がある場合に該当する。

入 札

公　　　告

11時00分

現 場 説 明 会



６
(1) 入札金額

ア 入札書には消費税を除いた金額を記載する。

イ 入札書には内訳書を添付すること（内訳書がなくても無効にはしないが、契約書作成を容易にするため、添付すること）。

ただし、開札から直ちに行う再度入札に係る内訳書については、後日、郵送等により提出すること。

(2) 郵便入札

郵便による入札は可とする。入札日前日の１７時００分までを到着期限とし、封筒に会社名、入札日時、件名及び入札書在中と

明記して郵送し、送達者の責により到着の確認をすること。

(3)

ア １回の入札で落札決定できない場合には、直ちに再度入札を実施する。ただし、初度入札で郵送による入札参加者があった場合の再度

入札は次のとおりとする。

イ 日時及び場所

(ｱ) 日　時

令和６年９月２６日　１３時１０分

(ｲ) 場　所

陸上自衛隊大宮駐屯地　　第１庁舎３階　入札室

７

(1) 総額。予決令第７９条の規定に基づいて作成された予定価格を超え、かつ最高の価格をもって入札をした者を落札者とする。

(2) 落札者となるべき者が２人以上ある場合には、抽選により落札者を決定する。

８

(1) 本公告に示した資格のない者が行った入札。

(2) 暴力団排除に関する誓約に虚偽があった場合又は誓約書に反する事態が生じた場合。

(3) 入札書に記載された入札金額、入札者氏名及び押印された印影が判別し難い場合。

(4) 電信、電話、ファックス等による入札。

(5) 郵便入札で、到着期限に間に合わなかったもの。

(6) 令和６年９月１８日　１３時００分までに下請負申請書を提出し、承認を受けられなかった者の入札。

(7) 令和６年９月１８日　１３時００分までに資格審査決定通知書（全省庁統一資格）、引取業者登録通知書、フロン類回収業者登録

通知書、破砕業許可証、解体業許可証の写しの提出を官側が確認できなかった者の入札。

(8) その他入札に関する条件に違反した場合。

９

(1) 入札保証金

免除とする。ただし、落札者が契約を締結しない場合は、入札金額の１００分の５に相当する額を違約金として徴収する。

(2) 契約保証金

免除とする。ただし、落札者が契約を履行しない場合は、入札金額の１００分の１０以上の額を違約金として徴収する。

(3) 遅延賠償

遅延部分１日につき契約金額の１０００分の１以上の額を違約金として徴収する。

１０

車両を転売して一般市場に流通させた場合又は外装部品を転売して自衛隊車両と同様の外観を有する車両を一般市場に

流通させるに至った場合は、契約金額の１０％に相当する金額の違約金を徴収するとともに、実際の損害の額が違約金の額を

超過する場合には、超過分の損害につき賠償を請求する。

１１

落札者は、落札決定後遅延なく「陸上自衛隊標準契約（請）書」の様式により契約書を作成し提出するものとする。また「売

払い物品の解体に関する特約条項」を付する。

（１）適用条項

　　「不用物品売払契約条項」

　　「談合等の不正行為に関する特約条項」

　　「暴力団排除に関する特約条項」

落 札 決 定 方 法

再 度 入 札

入 札 条 件

保 証 金

損 害 賠 償 請 求

契 約 書 の 作 成

入 札 の 無 効



１２ 売払に関する注意事項

(1) 貿易管理令に基づく輸出制限

防衛専用車両については、当該売払車両の部品を輸出する場合は、輸出貿易管理令に基づき経済産業大臣の許可が必

要となる。

(2) 「解体及び破砕時（又は溶解）の工程写真」、「解体証明書」又は「破砕（溶解）証明書」の提出期限は、仕様書に示すとおり

作業完了後１５日以内とする。

１３

納入告知書又は現金による納付とする。ただし、落札金額によっては現金での納付は不可とする。

１４

(1) 入札参加希望者は、令和６年９月１９日　１７時００分までに資格審査決定通知書（全省庁統一資格）、引取業者登録

通知書、フロン類回収業者登録通知書、破砕業許可証、解体業許可証の写しを提出すること。

下請負申請する者は、令和６年９月１８日　１３時００分までに下請申請書を提出し官側の承認を受けること。

上記期限までに書類提出又は、連絡等がない場合は入札を認めない。

(2) 落札者については、速やかに「工程予定表」を提出するものとする。

(3) 代表者でない者が入札する場合、入札開始までに委任状を提出すること。
(4) 入札者は「暴力団排除に関する誓約事項」を承諾している旨を入札書に記載すること。

(5) 都道府県警察から暴力団関係者として防衛省が発注する工事等から排除するよう要請があり、当該状態が継続している有資格者に

ついては、競争参加を認めない。

(6) 入札後契約を締結するまでの間に都道府県警察から暴力団関係者として防衛省が発注する工事等から排除するよう要請があり、

当該状態が継続している有資格者とは契約を行わない。

(7) 日本国籍以外の方が大宮駐屯地内に出入りする場合、事前に申請及び許可が必要となる為、下記連絡先　

第３３８会計隊大宮派遣隊　担当：長濱まで連絡すること。
(8) 連絡先

〒３３１－８５５０　埼玉県さいたま市北区日進町１－４０－７　陸上自衛隊大宮駐屯地

入札・契約についての問い合わせ

第３３８会計隊大宮派遣隊　契約班　　担当：長濱　　　　　　 電話０４８－６６３－４２４１（内線３８８）　　　FAX０４８－６６５－３１２１

売払車両等についての問い合わせ

大宮駐屯地業務隊補給科　　担当：黒田　　　　　電話０４８－６６３－４２４１（内線３７３）

代 金 の 納 付

そ の 他


